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これまでの取組と成果 

◆いじめ等の未然防止や早期発見につなげるためのアンケートの実施、児童生徒が主体

的に取り組む「いじめゼロサミット」の開催、保護者・地域等へのいじめ防止に関す

る啓発などに取り組み、児童生徒のいじめに対する意識（全国学力・学習状況調査）

は高まっています。 

◆こども総合相談センター(児童相談所)の児童福祉司や児童心理司の増員、医療機関を

対象とした児童虐待に関する相談窓口の設置や研修の実施、区子育て支援課に対する

スーパーバイザーの派遣、こども総合相談センター(児童相談所)、区役所、学校の職

員などが参加する合同研修の実施など、重大な権利侵害である児童虐待に対する対応

力を向上させるとともに、社会的養護に措置されている子どもの権利擁護のための啓

発や相談支援の充実に取り組みました。 

 

現状と課題 

◆福岡市基本計画の成果指標に関する意識調査（平成 30 年度）によると、子どもの人

権が尊重されていると感じる市民の割合は７割を超えていますが、引き続き、社会の

あらゆる分野において、すべての子どもの意見が尊重され、その「最善の利益」が優

先して考慮される社会づくりが求められています。 

◆学校では、いじめの積極的な認知が進み、いじめの認知件数が増加傾向にありますが、

学校ごとのいじめのとらえ方に差がみられます。 

◆社会的養護に措置された子どもたちが意見を表明するための支援など、子どもの権利

擁護を目的とした施策の充実が課題となっています。 

 

施策の方向性 

◆児童の権利に関する条約や児童福祉法に示された子どもの権利擁護の理念について

すべての市民が理解を深めることができるよう、様々な機会を捉えて啓発し、虐待、

体罰、いじめの防止などに取り組むとともに、子どもに関わるあらゆる分野において、

子どもの権利を尊重し、「子どもの最善の利益」を考慮した社会全体の取組みを推進

します。 

◆いじめの防止･対応については、各学校における未然防止や早期発見･即対応、児童生

徒への教育の充実、地域や家庭、関係機関との連携などにより、いじめ防止対策を推

進します。 

◆国による施策等の動向も踏まえながら、里親や社会的養護関連施設に一時保護や措置

された子どもが意見表明できる支援や仕組みづくりに取り組むとともに、地域や学校

など子どもに関わる様々な分野で子どもたちの意見表明が支援され、その意見が尊重

される社会づくりをめざします。 

◆外国にルーツをもつ子どもや性的マイノリティの子どもを含むすべての子どもが、互

いの違いを認めあい、共に生きる心を育む環境づくりを進めます。 

子どもの権利擁護の推進 施策 15 
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(1) いじめの防止・対応 

● 各学校で、児童生徒が主体となったいじめ防止の取組みを推進するとともに、引

き続き、教員がいじめの定義を正確に理解し、積極的にいじめの認知を行うこと

で、いじめの未然防止、早期発見、即対応に取り組みます。 

● 教育委員会と学校は、インターネット上のいじめが重大な人権侵害に当たり、被

害者等に深刻な傷を与えかねない行為であることを児童生徒が理解し、また、情

報モラルを身に付けられるよう指導の充実を図ります。 

● 学校サポーター会議の活用など、地域・家庭と連携したいじめ問題への対策を進

めるとともに、より多くの大人が子どもの悩み等を受け止められる体制づくりに

努めます。 

● 学校や教育委員会、こども総合相談センター(児童相談所)、法務局、警察などで

構成する「福岡市いじめ問題対策連絡協議会」において、関係機関の連携を図り

ながら、いじめ防止対策を総合的・効果的に推進します。 

 

(2) 子どものアドボカシー（権利擁護、意見表明の支援、代弁など）の推進 

● 一時保護所や児童養護施設等に対する第三者（行政や施設から独立した第三者）

による評価を実施し、それらの施設に一時保護や措置されている子どもの権利擁

護を推進します。 

● 里親や社会的養護関連施設に措置されている子ども専用の相談電話や冊子「権利

ノート」の充実・活用に取り組み、子どもの意見表明を支援します。 

● 子どものアドボカシーについて専門性を有する第三者（行政や施設から独立した

第三者）が、里親や社会的養護関連施設に一時保護や措置されている子どもを定

期的かつ積極的に訪問して意見表明を支援し、行政や関係機関に対して代弁等を

行う仕組みをつくるとともに、地域や学校など子どもに関わる様々な分野で子ど

もたちの意見表明が支援され、その意見が尊重される社会づくりに向けた取組み

を社会全体で推進します。 

● こども総合相談センター(児童相談所)による一時保護や措置が子どもの意向と一

致しない場合などには、福岡市こども・子育て審議会専門部会が子どもの意見を

聴取・審議し、こども総合相談センター(児童相談所)は審議の結果を踏まえた措

置を行うなど、子どもの最善の利益を考慮した決定を行います。 

● 親権者の不在などによって親権行使ができない状況にある場合、子どもの福祉の

ため、未成年後見制度を活用します。 

 

(3) 子どもの権利の啓発と尊重 

● 子どもの権利が真に尊重される社会をつくるため、子どもが自身の有する様々な

権利を認識することはもちろん、子どもに関わる職業や子どもの指導に携わる人

をはじめ、すべての市民が子どもの権利について理解を深めることができるよう、

さまざまな機会を捉えて「児童の権利に関する条約」の理念の周知や、虐待、体

罰、いじめの防止などに向けた啓発活動に取り組みます。
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● 学校、こども総合相談センターなどの関係機関が連携し、マイノリティの子ども

やその家族の相談に応じます。 

● 日本語指導が必要な児童生徒が、学校や地域においてコミュニケーションを図る

ことができるよう、日本語の習得の指導・支援を行います。 

 

【主な事業】 

事業名 事業概要 

Q-Uアンケートの実施 
不登校やいじめの未然防止及び早期発見のための、Q-U アンケートを行い、こ

の分析結果に基づいた支援を実施 

いじめゼロプロジェクト 
いじめの未然防止の観点から、児童生徒が主体的にいじめについて考え、いじ

めが起きにくい学級や学校を作る取組及び保護者・地域などへの啓発活動を実

施 

処遇困難事例等専門部会によ
る子どもの意見聴取・審議 

児童の最善の利益を確保するために、児童や保護者の意見が児童相談所と異な

るときなどには、こども・子育て審議会「処遇困難事例専門部会」において意

見聴取・審議を実施 

地域での人権教育の推進 
公民館や市民センターなどを中心に、子どもの人権に関する学習の場の提供や

研修会、講演会などの啓発事業を実施 

学校・保育所などでの人権教
育・保育の推進 

教育活動全体を通した人権教育・保育を教員及び職員の共通理解・認識のもと

に、組織的・計画的に推進し、子どもの人権感覚を高め、さまざまな人権問題

に取り組む実践的な行動力を育成 

人権啓発センター事業の推進 
市民一人ひとりの人権が真に尊重される社会の実現を目指して、人権について

の啓発、情報提供、相談などの事業を実施 

子ども日本語サポートプロジ
ェクト 

福岡市立小・中学校、特別支援学校（小・中学部）に在籍する日本語指導が必

要な児童生徒が、いちはやく日本の学校生活になじみ、日本語での学習に取り

組めるようになることを目的として、日本語指導等のサポートを行う 
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◆目標３ 事業目標 

 

 

子ども・子育て支援法の必須項目 

事業名 （国事業名） 指数 現状値 R2 
年度末 

R3 
年度末 

R4 
年度末 

R5 
年度末 

R6 
年度末 

虐待防止等強化事業、 
母親の心の健康支援事業 
（養育支援訪問事業） 

見込み 
専門的相談支援（世帯数） 123 

(H30 年度末) 
146 147 150 154 157 

育児・家事援助（世帯数） -  50 55 60 70 80 

確保 
方策 

専門的相談支援（支援員数） 77 
(H30 年度末) 80 80 85 85 90 

育児･家事援助（受託団体数） -  5 5 6 6 7 

子どもショートステイ 
（子育て短期支援事業） 

見込み 支援人数（人） 2,342 
(H30 年度末) 2,700 3,100 3,500 4,000 4,500 

確保 
方策 

支援体制（人） 2,342 
(H30 年度末) 2,700 3,100 3,500 4,000 4,500 

※事業の実施は、毎年度の予算編成過程で決定する。 

 

 

福岡市が独自に設定する項目 

項目名 指数 現状値 目標値 
R6年度末 

子ども家庭総合支援拠点 設置数 -  7 

子ども家庭支援センター 設置数 2 
(R元年度末) 

 4 

ひとり親家庭支援センターにおける自立支援プログラム策定 就職者数 
(人) 

81 
(H30年度末) 

 100 

子どもの健全育成支援事業（相談・学習） 高校進学率 
(%) 

93.2 
(H30年度末) 

 98 

子どもの食と居場所づくり 支援団体数 27 
(H30年度末) 

 54 

地域小規模児童養護施設 施設数 6 
(R元年度末) 

 10 

児童養護施設等の生活単位の小規模化 施設数 2 
(R元年度末) 

 4 

乳児院等多機能化推進事業（産前・産後母子支援事業等） 実施箇所数 -  2 

自立援助ホーム 施設数 3 
(R元年度末) 

 4 

※事業の実施は、毎年度の予算編成過程で決定する。 
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◆目標３ 成果指標 

 

 

成果指標 現状値 目標値 
R6年度末 

子どもや子育てに関する様々な情報提供や相談機能が充実していると 
感じる市民の割合     

35.9％ 
(H30年度) 

50％ 
(R4年度) 

児童生徒の自尊感情の状況 
「自分にはよいところがあると思う」の設問に対し、「当てはまる」 
「どちらかといえば当てはまる」と回答した児童生徒の割合 

小６児童 85.3％ 
(H30年度) 

90％ 

中３生徒 82.7％ 
(H30年度) 87％ 

子育てに関して「不安や負担を感じる」と答えたひとり親家庭の保護者
（乳幼児の保護者）       

19.6％ 
(H30年度) 10％ 

ひとり親家庭の親の就業率 
母子家庭 86.8％ 

(H28年度) 
88％ 

(R3年度) 

父子家庭 90.6％ 
(H28年度) 

92％ 
(R3年度) 

離婚によってひとり親となった世帯のうち、離婚した 
相手から養育費を受け取っていない世帯の割合 

母子家庭 75.6％ 
(H28年度) 

減少 
(R3年度) 

父子家庭 92.7％ 
(H28年度) 

減少 
(R3年度) 

生活保護世帯に属する子どもの高等学校等進学率 93.3％ 
(H30年度) 

98％ 

子育てをする上で気軽に相談できる人･場所が「いない(ない)」と 
答えた乳幼児の保護者の割合（世帯収入 300万円未満の世帯） 

7.9％ 
(H30年度) 

減少 
(R5年度) 

里親等委託率 
（児童養護施設、乳児院、里親、ファミリーホームに委託された児童の
うち、里親及びファミリーホームに委託された児童の割合） 

乳幼児 60.3％ 
(H30年度末) 

75％ 

学齢児 44.7％ 
(H30年度末) 

50％ 

子どもの人権が尊重されていると感じる市民の割合 75.0％ 
(H30年度) 

80％ 
(R4年度) 

いじめに対する意識 
「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思いますか」という設問に対して、 
「当てはまる」及び「どちらかといえば、当てはまる」と回答した児童生徒の割合 

96.6％ 
(H30年度) 

97％ 
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◆目標３ 関連データ 

 

 

■区役所及びこども総合相談センター(児童相談所)における相談受付件数（実人数）の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ■福岡市子ども家庭支援センターにおける相談件数（延べ件数）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡市こども未来局調べ 

福岡市こども未来局調べ 

699 862 
1,275 

2,042 

3,704 
4,501 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H25

(2013)

H26

(2014)

H27

(2015)

H28

(2016)

H29

(2017)

H30

(2018)

（件）

※H27.6月まで１か所，H27.7月より２か所

（年度）

1,929

895

1,985

1,050

2,328

1,086

2,573

1,519

2,707

1,885

2,628 2,567

49
2,311

39 2,520

44
2,704

19

3,079 34

3,065

26

3,374

13

158

16

184

9

155

6

111

107

3

128

987

261

950

241

787

235

1,003

226

945

218

878

232

200

173
146

191

203

191

447

12

354

3

322

267

8

216

12

175

3

3,425

3,837

3,344

4,171

3,490

4,326

3,868

5,134

3,902

5,490

3,710

6,495

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

区 児相 区 児相 区 児相 区 児相 区 児相 区 児相

H25

(2013)

H26

(2014)

H27

(2015)

H28

(2016)

H29

(2017)

H30

(2018)

養護相談（虐待相談･通告含む） 障がい相談 非行相談 育成相談 教育相談 その他

区 ：東区・博多区・中央区・南区・城南区・早良区・西区保健福祉センター

児 相 ：こども総合相談センター（児童相談所）

（件）

（年度）
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■児童虐待相談対応件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■こども総合相談センター(児童相談所)の虐待内容別受付状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■体罰についての考え方 

 

 

 

出典：平成 30年度 福岡市子ども･子育て支援に関するニーズ調査 

福岡市こども未来局調べ 

福岡市こども未来局調べ 

（件） 

215 

10 

201 

550 

247 

9 

209 

827 

390 

20 

297 

1,201 

0
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1,200

身体的虐待 性的虐待 放任虐待 心理的虐待

H28

(2016)

H29

(2017)

H30

(2018)

3.4

2.5

31.4

29.0

50.3

54.8

12.1

12.5

2.9

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生の保護者

（N=622）

高校生世代の保護者

（N=566）

しつけのためには体罰は必要だと思う 多少の体罰はやむをえない

程度に関わらず体罰はよくないと思う わからない

無回答 1
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７区保健福祉センター（相談対応件数）

こども総合相談センター（相談対応件数）

全国（児童相談所相談対応件数）

福岡市

（件）

全国

（件）

（年度）

（年度） 
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■ひとり親家庭の世帯数の推移 

 1996(H8)年度 2001(H13)年度 2006(H18)年度 2011(H23)年度 2016(H28)年度 

母子家庭(世帯数) 14,910 17,212 18,760 19,970 20,377 

父子家庭(世帯数)  2,530  2,905  2,572  2,777  2,304 

 

■ひとり親家庭の収入の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ひとり親になった理由 

  

■ひとり親家庭における子どもと保護者の状況 

 

 離婚 未婚 病死 その他死別 行方不明 交通事故死 遺棄 その他 無回答 

母子家庭 80.5％ 10.1％ 4.3％ 0.9％ 0.3％ 0.2％ 0.1％ 2.1％ 1.7％ 

父子家庭 70.9％ - 20.3％ 2.1％ 0.2％ 0.4％ 0.2％ 3.4％ 2.5％ 

項目 全世帯 ひとり親家庭 

子育てに関して「不安や負担を感じる」と答えた乳幼児の保護者 11.4％ 19.6％ 

パートからフルタイムへの転職希望が「ある」と答えた小学生の保護者 47.9％ 72.2％ 

悩んでいることは「子どもとの時間を十分にとれないこと」と答えた乳幼児の保護者 18.7％ 30.6％ 

平日に子どもと一緒に過ごしている時間が「不足している」と答えた小学生の保護者 40.1％ 60.4％ 

放課後に子どもだけで留守番することが「ある」と答えた小学生の保護者のうち 
「２時間以上」あると答えた保護者 

18.3％ 36.4％ 

子どもの自宅学習が「月数回」「めったにない」「まったくない」と答えた中学生の保護者 17.7％ 32.1％ 

出典：平成 28年度 福岡市ひとり親家庭実態調査 

出典：平成 28年度 福岡市ひとり親家庭実態調査 

出典：福岡市ひとり親家庭実態調査 

出典：平成 30年度 福岡市子ども･子育て支援に関するニーズ調査 

平均年収（推計）

母子家庭 251.5万円

父子家庭 489.5万円

10.9

16.0

18.1

27.0

12.2

5.2

4.7

1.1

0.9

3.9

6.6

4.3

4.8

16.4

15.5

10.0

19.3

12.3

7.3

3.6

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

100万円未満

100～150万円未満

150～200万円未満

200～300万円未満

300～400万円未満

400～500万円未満

500～700万円未満

700～1,000万円未満

1,000万円以上

無回答

母子家庭（N=1,141）

父子家庭（N=561）

※平均年収（推計）は「100万円未満」は50万円、「100～150万円」は125万円など、それぞれの中間値をとり、

「1,000万円以上」は1,200万円とし、「収入はない」と無回答を除いた標本数で算出した。

（回答は１つのみ）
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■保護者の収入と子どもの生活状況等 

 

 

 

 

 

■里親等委託児童数・施設入所児童数・里親等委託率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 全世帯 年収 300万円 
未満の世帯 

子どもの自宅学習が「月数回」「めったにない」「まったくない」と答えた中学生の保護者 17.7％ 32.0％ 

放課後に子どもだけで留守番することが「ある」と答えた小学生の保護者のうち 
「２時間以上」あると答えた保護者 18.3％ 26.4％ 

子ども食堂などの地域の居場所活動を「今後利用したい」と答えた小学生の保護者 26.1％ 33.9％ 

子育てをする上で気軽に相談できる人・場所が「いない（ない）」と答えた乳幼児の保護者  5.6％  7.9％ 

子育てに関して「不安や負担を感じる」と答えた乳幼児の保護者 11.4％ 14.7％ 
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47 46 43 44 45

30 38
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16 19
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53
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27.9%

31.5% 31.9% 32.4%

33.3%

39.7%

43.7%

47.9%
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15.6%
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17.5%
18.3%

19.7%
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H26

(2014)

H27

(2015)
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(2016)

H29
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H30

(2018)

（人）

（年度）

乳児院入所児童数 児童養護施設入所児童数 里親等委託児童数 里親等委託率（福岡市） 里親等委託率（全国）

委託された児童のうち、里親及びファミリーホームに委託された児童の割合

福岡市こども未来局調べ 

出典：平成 30年度 福岡市子ども･子育て支援に関するニーズ調査 
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■子どもの人権が尊重されていると感じる市民の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■いじめの認知件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

出典：福岡市基本計画の成果指標に関する意識調査 

福岡市教育委員会調べ 
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小学校

中学校

※いじめの定義（いじめ防止対策推進法）・・・
児童等に対して、当該児童生徒が在籍する学校に
在籍している等当該児童等と一定の人的関係にあ
る他の児童等が行う心理的または物理的な影響を
与える行為（インターネットを通じて行われるも
のを含む。）であって、当該行為の対象となった児
童等が心身の苦痛を感じているもの。
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